










徐 尚揆   



















ない」という判断をしていることになる．同様に，「望珂（匹0トsseoもう，   
126  徐  尚 揆  
すでに）」という副詞によって，彼はすでに来ており，そのことは質問者の予  








に引用する場合の略号を示す．   
（1）．『横諾老乞大』（十六世紀初め），上下二巻  ＜級老＞  
（2ト『老乞大諺解』（1670年），上下二巻  ＜老諺＞  
（3）．平安監螢版『老乞大諺解』（1745年），上下二巻 ＜平諺＞  
（4）．『重刊老乞大諺解』（1795年），上下二巻  ＜重諺＞  
（5）．『清語老乞大』（1765年），八巻  ＜清老＞  





臥 時間の近接性  
ヌ（g蝕），三吉（g鮎一七（m），聖7t（弧－－－ka），計サ（誠一Ska），  
☆フナ可（ぴrk卜Za），‥…・  
h暗闇の合致   


























ているものの中でも最も典型的な陳述的修飾機能を持っていると考えられるも   





Ⅲ．時間的な距＃に関する陳述的時間副詞   








なるものは「州呈（sa㌣rO）」＜重諺＞，「可呈土（bi－rO－SO）」＜清老＞，「貸   
老乞大の諺解文における陳述的時間副詞  129  
（gos）」＜蒙老＞の三つで，それ以外では「ヌ（g蝕）」に置き換えられるか副詞  





（pl－rO－SO）」く清老＞や「更（gos）」＜蒙老＞に対応しているものである．（4）   


















老＞と「州旦〔s紙－rO新〕」＜重諺＞との類義関係を示すものである．   
2190●呈聖書卑・喜／せ司司司・叫く老下30b8〉●三唱吾尊01り／せ句中テ   








1200●・Ⅷ☆・フーズ・吉・々1斗・qr我恰練睡覚了1く老上57b3〉●Ⅷ製フーズ 吉・々1斗・q【我蛤塗睡覚了】く老上57b3〉●Ⅷ桝  
否々lotヰく老諺上52aOl〉●Ⅷ輿否々回ヰく平上52aOl〉●Ⅷ否々1〔⇒  
ヰく重諺上52bO8〉●Ⅷ皇丑吾沓斗ヱ々1可旦り／く清四08b2〉●Ⅷ即  
否 々1実qく蒙四03b3〉   
1528●畔高腰人中・互・呈・ペ：且斗【塗従高麗地面来1く老下01a7〉 ●  
輿高麗人中互五月且斗く老諺下01aO7〉●机高麗人中互呈月旦  
斗く平下01aO7〉●三朝鮮人中互呈王斗費土斗く重諺下01aO7〉●旦吐朝鮮  












の時間的な幅はさらに広くなっていく．   





城主粥雪正司フ1ヰ☆qく蒙七08a5〉   
0022●且瑚＿呈且・ヰく老上02al〉●づ＿烈呈且り斗く老諺上01bO9）●曳烈  
呈且り斗く平上01bO9〉●旦那三」江固く垂諺上01bO9〉●勇列呈且り斗く清  
一02a2〉●亘至t旦且り串く蒙一02a5〉   
1587●：望・q竺1▼至二会＿こ拙句三♀・qく老下03b3〉●望q竺1＿きむ炬L呈♀  
qく老諺下03aO7〉●更q c†主音州中三♀ヰく平下03aO7〉●翼ス†弧卦浅丘  














一方，『擁諾老乞大』では「ヌ（癖）」以外の副詞が用いられ，他の諺解本   
徐  尚 揆  132  
で「ヌ（g蝕），二号（g蝕－k肌）」が用いられている例がある．この場合には「・  
号・瑚〔jeuk－jae旋〕」＜横老＞，「子音〔k蝕－kqn旋〕」＜老諺，平諺＞，  












は「ヌ〔g蝕線〕」になっている．   
2351●3ヒ生せ・巨フ1・♀・呈 ・亨・Ot・ヰ［逸射的歪了］く老下37al〉 ●五里  
フ1喜71♀王手句中く老諺下33alO〉●五里71喜71♀呈す句中く平下33aO9〉  






ことがあるが，次の（1529，1199）はその典型である．   
1529●机・叫・フt・り／羊朴司トフt・り・串［胎盤出去了／・・・］く老下01a8〉  
●輿叫7川り／羊司司1旦音01喜曽亨Otフナり斗く老諺下01aO8〉●☆フナ   





















先ず，話し手の予想や期待通りの合致を表す副詞の分布を見よう．   
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中書（m計jeu肌）  








は『清語老乞大』でしか用いられていない．   
また，「瑚（ct愉eまだ）」「倉卒叫（倉卒っ倉卒の間に）」は『清語老乞大』  
と『豪語老乞大』でしか見られないが，やはり事件の時間が予想・期待にちょ  














〉   















ql且71重71テ司議論五司 書瑚／切子人1♀刀人1三上量孟斗く清八15a4〉●  
三斗フトヱ司号句7ト司巻物買パフl≡議論亨司り皇旦ql暑中く安八15a4〉  
特に，『清語老乞大』の場合には，「1」1吾人1♀フ中1生宣長斗（陀jeuk一  






2229●・01吾7t・蚕・可・△十☆・q・亨・ワ・人1  五・斗卜・蛤好］く老下3289〉●01  
吾フtス1スlotうー中生塑丘可く老諺下29aO8〉●01吾ブース1可Otうト中生製主  
可く平下29aO7〉●01吾号「与叫手0lot旦旦孟可【…絶好］く重諺下30Ⅶ8〉  
●01吾叫書生重量亘りく清六21a2〉●01亨叫可☆甘亨りく蒙六14M〉   
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次の（0552）では，「・叫・ヌ1（m計Chi）／☆ス＝mぴ－Chl）〔恰〕」＜老諺，平諺，  
垂諺＞と同じ修飾機能を，「ロ帽（m計j㊥m）」＜清老＞と「倉卒ql（倉卒っ）」＜  














でも同じことが言える．   
0152－1●再1亨・叫呈・彗・斗ウ一刀・り／ヰ・司：望・スト司：フトロ1二吐二旦：  
玉・主・ヰ【…／ロ自問恰好倣火伴去】く老上0馳5〉●qlol彗呈 き斗フt71盲／♀司  








）」＜重諺＞「亡1♀（deo－Ok）」＜清老＞「塾包呈（jiIトSil－10）」＜蒙老＞が用   








孟亘り斗く清二14b2〉●操心耳ロ1三呈勾 玉亨りキく蒙二11a5〉  
0599●…＝＝く老上32a6〉●…く老諺上29aO4〉●…く平上29aO4〉●ql享けl7l  




諺下34aOl〉●×く清六22M〉●×く蒙六16a5〉   








●亨叫し1≡ネ三斗井司 亨司り／周豊且ヰqく重諺上62blO〉●☆フ一寸フt  
q司≡中三斗フtヱ司 亨司り／柿酢喜生亘司同月モ相国く清五01a5－6〉  
●増01q≡ネ三斗7ト司 書■司1ql豊尊卑く蒙四17b5〉   
徐  尚 揆   138  
一方で「うーえ1〔mば－Chi綾〕」の用法の中には以上のものとは少なからず性  
質の異なるものも見られる．   
2584●叶号：且喜・せ吾：増・○トキ・三／…［縦右五分病／…】く老下47b7〉●可  











1859●…く老下14a．5〉●…く老諺下12bO9〉●…く平下12bO9〉●寸書 司71孟吾  
♀喜子可Ot旦塑叫三司斗【給我些好銀子毯要口尼】く垂諺下13t畑8〉●…く清五2  


























1586●：望・q Ol互・全・叫・ム「  ヌーき・q［志度遥哩阻権未到］く老下03b2－3〉●  
望q cl主音刊可   ヌ♀ヰく老諺下03aO7〉●栗q  01三♀可】中三  ♀qく平下03a  
07〉●望ス1過重文阜q［忠磨逼壁展綾到来］く重諺下03bO5〉●×く清五07a6  





自分の予想より早く着いたと判断することになるので，前述の「適時合致」の   












丑7tし1／く清八01a6〉●病喜キ王フ←ス1貴首領司りⅧ旦盈フt土斗く蒙八01a7〉   
（2711）の副詞が陳述的な意味機能を遂行しているとするには，「本当はもっ  
と早く行かなければならなかった」という前提が必要になる．上の例では「病  
気で行けずにいた」とあり，まさしくそうした前程を満たしている．   
他に，（1ⅠⅠ－1）の時間の近接性を表す副詞のうち（0013）の「☆7t・可（誠一k計  
za先ほどやっと）」＜掘老＞，「ヌ（g蝕先ほど）」＜老諺，平諺，垂諺，清老，  









数量の限定によく用いられる．   















































用いられていない「望月（t鰯トsyeo）」の用例が存在する．   
以下の（2925）ではそれぞれ「：0ト宇1〔a－畑i骨〕」＜続老＞，「望音〔iト  
jeⅦ）骨〕」＜老諺，平諺，清老＞，「望号〔il－jel止曾〕」＜重諺＞」に対  






が，（08亜）では「01当月〔i－1肥ul－SyeO就〕＜老諺，平諺＞がそれぞれ対応し   
老乞大の諺解文における陳述的時間副詞  王43  










刀人1／く清四22a3〉●♀司呈土足亨Ot人1旦呈く蒙四15a5〉   
















こでは結論を下せない．   

























●×く蒙五17a7〉   
0008●旦二旦・0は主・亨≡せ王京・2い月・叶ヰ刀・り／・可・祁：せ・ヲ・司旦  
可／【塵是這月初一日離了王京／・・・く老上01a9〉●史旦0ほ主亨≡せ王京句ペ   









（以下の1691，0298，1953の例）   
1691●：ql三＿二吐・平・旦・司・亨フぃり／ヰ・司：司lot司・司【仲基安貞時／…】  
く老下08a6〉●qlヱ1旦き司亨唱／♀司司10一己榊く老諺下07bO2〉●ql史旦き  
司 首里／♀司司10t司スtく平下07bO2〉●qlqき司 亨望／♀司益可商量亨スt【  





21al〉   
1953●：ql互二吐：叫・q号・望／【作塵不要時／】く老下19a8〉●ql豊里叶中  
耳望／く老諺下17bO3〉●ql豊里中耳号望／く平下17切3〉●ql史当普ヱ司 亨  




上49bO7〉●ヰユナ1ヰ司「有望旦王く清四04a2〉●ql01司 刀忘刀忘 可りく  
蒙三21b2〉  
次の（2135）では「亨・ロ川触）」＜撰老＞，「望句〔血瑠ui既〕」＜老諺，   
徐  尚 揆  146  
平諺，蒙老＞，「01主】〔i－－一打eui既〕」＜重諺＞に対して，『清語老乞大』に  
は「コlol（㌍uトi）」という形態の副詞が用いられているが，この文献の二例以  






















叶〔臓m待〕」はすべて上記の（0730）と同様の対応関係を示す．   
1276●：唱・三三二吐qテ宇・司呈ヰ【店子鎧到也】く老上60b5〉●店主ヱ＿吐q  
モき01旦ヰく老諺上54bO6〉●店主互生qワ≡01主ヰく平上5瑚6〉●夏店主   







2975●亘R oト皇・月♀誉・写Ot7t・ヱ・司  ・亨土・斗［我二萱待【算】一卦去］く老  
下70M〉 ●Ⅷ豊里旦音響首領フtヱ司 亨土中く老諺下63bO6〉●Ⅷ皇塾生  
音響亨司7tヱ司 亨土斗く平下63bO5〉 ●烹7一夏卦≡早呈可 望司亨立【就  
去間一卦如何］く重諺下65bO4〉●×く清八19b5〉●×く蒙八19a3〉  
0807●0卜可・べ 杏壬・司 7t・司  ■且・斗【産経些醤爽】く老上41a3〉●三1旦当  
司フ1杏フtス］且叫く老諺上37aO3〉●ヱ1旦旦召01脊ブース］且叫く平上37aO3〉  
●醤外司且己ト‥［取醤来…］く重諺上37切4〉●×く清三07b5〉●些雪01呂♀  









る．   
実際に老乞大の六種の諺解本をよく対照して見ると，この「01立】月（トl肥uト  
町eO），望句ペ（iI†reui－SyeO）」は副詞聞の対応関係が非常に複雑になっている．   
次の例（1876）では，「・葺・瑚〔je止－j紀就〕」，「烹（gos）」などとも対応  
しており，他にも時間副詞とは思えない副詞などと置き換えられたりする．詳  
しい対応の状況は拙稿（1992a，b；1993a，b；1994）を参照されたい．   









ではこの→例しか見られない．   















Ⅳ－2．時間的後行   










副詞   礪老  老諺  平諺  重諺  清老  
16c初  1670  1745  1795  1765  
Ot司（㌻jik）  4  




のような命令文，（0624，0310）のような誘い掛け文の中に見られる．   
2880 ●再1生二生せ司・斗［総量住着］く老下64a9〉●ql生生せ司斗く老諺下5  
8aO3〉●ql吐生せ司斗く平下58aO2〉●ql士旦司書叫く重諺下60aO6〉●ql  




q司書可豊里旦主ロ1高低喜子王ス1曽叫［仲南家皇不須事耕高低】く重諺下5   
徐  尚 揆  150  
3alO〉●q司書舌1孟互巧五大10tl∃き千旦ス1曹司く清八03al〉●q司書可  




















q7りく清二22b5〉●生旦干喜叫せ孜q7t7tスtく蒙二19b4〉   
0310●ヰ・司 tかせ堂二生し持豆：叶司［ロ自椚閑話旦休説］く老上17a4〉●  
♀司沓菅生旦り宇q叫布く老諺上15悌1〉●♀司沓雪空旦り宇q叫ストく  
平上15bOl〉●♀司召召吾せ生生り呈ス1叫スtく重諺上15aO8〉●♀司生聖  
者せ喜ユ可スtく清一231）3〉 ●×く蒙一21∂．1〉   
（0624）は肯定の，（0310）は否定の誘い掛けであり，当然ながら，ここに述べ  
られている「部屋に座る＝休む」ことや「汚い言葉遣いをする」という二つの   










フt土中く蒙五08b3〉   
1805●・相生二旦ql・望・匂吾・沓・喜三・呈・叫【裁量掛年足的償鎚】く老下12a  
l〉●Ⅷ土旦ql瑠吾古書三呈叫く老諺下10切9〉●Ⅷ土星ql巧言甘書  







する判断を下しているのは，話し手である，   






23a7〉   








筆者が本稿で明らかにしたかったことである．   
本稿では老乞大の六種のテキストの対照法によって作成されたデータベース  
を基に，諸版に用いられている時間副詞のうち陳述性を最も顕著に示している  


















文字コード変換表示及びデータ処理システムの開発に採用されているもので，   
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